
少しずつ春の気配が近づいて
暖かい日も増えてきました。
晴れた日のお昼休みは

新宿御苑で日向ぼっこをしながら
お弁当を食べると

リフレッシュできます。
食後の昼寝は大変気持ちいいです。
デジカルの近くにお立ち寄りの際は
ぜひ公園でまったりしてみてください。

（齋藤）

2 0 1 9 . 3
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新宿御苑駅から徒歩3分

#CHATTY CHATTY　#ハンバーガー
#〒160-0022 東京都新宿区新宿１丁目１２－１ 
#営業：11:00 - 22:00
　　　※月、火定休日
#電話：03-6457-7262

こだわりのもっちりバンズに肉汁がほとばしるパティが挟まった
本格的なハンバーガーが味わえるお店

CHATTY CHATTY

会社名 株式会社デジカル
所在地 〒160-0022  東京都新宿区新宿 2-4-6
 フォーシーズンビルアネックス７F

会社概要

お問合せ
☎  03-3353-5171
 toiawase@digical.co.jp
 https://www.digical.co.jp

I S S H I K I 通信  v o l . 1 6  3 月号　発行：2 0 1 9 . 2 . 2 5

一つでお腹いっぱいになれる大ボリュームのハンバーガー！

カリカリのポテトはスパイシーでやみつきになります♪

甘しょっぱいピーナッツバナナバーガー
とお肉たっぷりのダブルバーガー

新宿御苑ランチ

ISSHIKIって
どういうサービス？

Q&A
Q

A

具体的にどんな依頼が
可能ですか？Q

A

スタッフは
何名いますか？Q

A

依頼の際は、
どう連絡をすれば
いいですか？

Q

A

ISSHIKIは、お客様が企画
を立ててから入稿されるま
での全行程において、お
客様のパートナーを務め
る、ディレクション・デザイ
ン・制作のトータルサービ
スです。
誌面デザインから入稿デ
ータ作成までをワンストッ
プで進め、高品質な成果
物データを納品します。

紙面デザインから入稿デ
ータ作成に至る標準サー
ビス「Editorial Design」と、
カバーまで全てデザインす
る「Total Book Design」を
中心に、図版・イラスト作
成やライター手配などの、
書籍制作に関する業務全
般を承ります。

ISSHIKIでは4名のアー
トディレクターが中心と
なって、それぞれの業務
を担当します。4名は社
内外合わせて約30名の
専属オペレーター、イラ
ストレーター、ライターと
案件ごとにチームを編成
し、月に約30の案件を納
品しています。

新規のご依頼はお電話
やお問い合わせフォーム
から受け付けております。
詳細は弊社WEBサイトを
ご確認ください。また、以
前にご依頼いただいた
方は、スタッフ宛にメール
やお電話で直接お問い
合わせいただけます。お
気軽にご連絡ください。



Total Book Design

ISSHIKI担当者

玉造 『「劇薬」の仕事術』（ダイヤモンド社）がヒット中の足立光さ
んの２作目で、１作目とは打って変わって小説形式のビジ
ネス読み物です。普段あまり本を読まない人にも手に取っ
てもらいたいとのことで、ポップでアイコニックなデザイン
をご提案しました。

#カバーデザイン #本文デザイン #DTP 
#図解制作

Total Book Design

 Book Design

大和書房様
#カバーデザイン #本文デザイン #DTP  

『50歳からの語彙トレ』

Total Book Design

#カバーデザイン #本文デザイン #DTP
#図解制作

サンライズパブリッシング様

『人生の道開きパワーをいただく
「言霊旅」の始め方』

Total Book Design

#カバーデザイン　#本文デザイン 
世界思想社教学社様
『英検過去問集（英検赤本シリーズ）』

#カバーデザイン
ナツメ出版様

『「最高の人材」が入社する
採用の絶対ルール』

 Book Design

Editorial Design Total Book Design

第一法規様

#カバーデザイン
自由国民社様
『フリーランス1年目の教科書』

 Book Design

『英検3級が1冊でしっかり
わかる本』

#カバーデザイン
かんき出版様

『「300億円赤字」だった
マックを六本木のバーの
店長がV字回復させた秘密』
#カバーデザイン #本文デザイン #DTP #イラスト 
WAVE出版様

2019年1月の主な制作実績

『オンラインサロン
のつくりかた』

#本文デザイン #DTP #図解制作
技術評論社様

『商標法律相談の基本』
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1 章　　大人の会話力が身につく基本表現

Colum
使いこなしたい日本古来の美しい言葉

薄う
す
氷ら
ひ

　下し
た
萌も

え
　福
豆
　雪
折
　余
寒
　日
脚
の
ぶ

早
春
の
候

・
日
増
し
に
春
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
…
…

・
猫
の
恋
の
季
節
で
す
ね

・
花
冷
え
が
続
き
ま
す

啓け
い
蟄ち
つ

　春
泥
　名
残
雪
　観
桜
　花
衣
　彼
岸
　山
笑
う

陽
春
の
候

・
各
地
か
ら
花
の
便
り
が
届
き
、
心
弾
み
ま
す
ね

・
春
雨
が
し
と
し
と
と
野
山
を
洗
い
清
め
…
…

・
草
萌
え
の
春
の
野
、
散
策
に
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た

花
吹
雪
　花は

な

筏い
か
だ

　灌か
ん
仏ぶ
つ
会え

　菜
種
梅
雨
　穀
雨
　藤
波

　
　
　
　

手
紙
、
一
筆
箋
、
メ
ー
ル
の
書
き
出
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　使
い
た
い
季
節
の
言
葉
1

新
春
の
候

・
初
春
の
よ
き
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す

・
う
ら
ら
か
な
新
春
、
今
年
は
い
い
年
に
な
り
そ
う
で
す
ね

・
福
寿
草
が
可か

憐れ
ん

な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す

初
暦
　初
夢
　七
草
　冬
麗
　凍
て
雲
　探
梅
　か
ま
ど
猫

立
春
の
候

・
節
分
の
豆
、
だ
ん
だ
ん
食
べ
き
れ
な
く
な
っ
て
き
て
…
…

・
暦
の
上
で
は
春
を
迎
え
た
と
は
い
え
…
…

・
ど
こ
か
ら
か
梅
の
香
が
漂
う
…
…
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9 章　　きちんとした人と感心される好フレーズ

お
力
添
え
い
た
だ
き
た
く

ち
ょ
っ
と
助
け
て
も
ら
い
た
い
。目

上
の
人
に
こ
う
言
い
た
い
と
き
に
は

ぜ
ひ
、こ
の
表
現
を
使
っ
て
み
よ
う

誰
か
の
手
助
け
が
必
要
だ
。
助
け
て
も
ら
え
る
と
助
か
る
…
…
。
こ
う
し
た
と
き
に
、
特
に
目

上
の
人
に
は
な
ん
と
切
り
出
せ
ば
い
い
か
、
悩
ん
で
い
る
人
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
と
き
の
鉄

板
言
葉
が
「
お
力
添
え
い
た
だ
き
た
く
…
…
」「
お
力
添
え
く
だ
さ
い
」
だ
。

「
お
力
添
え
」
は
文
字
通
り
、
力
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
つ
ま
り
、
ち
ょ
っ
と
助
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
全
面
的
に
相
手
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
主
体
は

自
分
自
身
。
私
自
身
、
が
ん
ば
り
ま
す
が
、「
ぜ
ひ
、
ご
助
力
く
だ
さ
い
」
と
頼
む
わ
け
だ
。

普
段
か
ら
い
ろ
い
ろ
助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
人
の
メ
ー
ル
な
ど
に
は
「
日
ご
ろ
、
何
か
と
お
力

添
え
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど
と
書
き
出
す
と
よ
い
。

「
お
力
を
お
借
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
」「
ご
助
力
く
だ
さ
い
」も
同
じ
思
い
を
伝
え
る
言
葉
。

言
う
ま
で
も
な
く
相
手
は
目
上
の
人
で
、下
の
者
に
対
し
て
は「
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」で
い
い
。

私
ど
も

正
式
な
席
、公
式
な
場
で
、「
私
た
ち
」と

言
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。う
っ
か
り
し

が
ち
だ
が
、こ
れ
は
失
礼
に
あ
た
る

「
私
た
ち
と
い
た
し
ま
し
て
は
全
力
を
尽
く
し
た
つ
も
り
で
…
…
」。丁
寧
な
表
現
だ
と
思
い
込
み
、

平
気
で
こ
ん
な
言
い
方
を
し
て
い
る
人
は
珍
し
く
な
い
。

「
私
た
ち
」
の
「
た
ち
」
は
「
達
」。
公き

ん
達だ
ち
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
本
来
は
身
分
の
高
い
人

の
複
数
に
つ
け
る
接
尾
語
。
一
方
、
私
ど
も
の
「
ど
も
」
は
「
供
」。
お
供
の
者
程
度
の
立
場
で
す

と
い
う
よ
う
に
、
へ
り
く
だ
っ
た
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
し
く
は
「
私
ど
も
」

と
言
う
べ
き
な
の
だ
。

「
小
生
」は
へ
り
く
だ
っ
た
意
味
は
あ
る
が
、や
や
軽
い
表
現
に
な
る
。
相
手
を
呼
ぶ
と
き
に
は「
そ

ち
ら
様
」。
会
社
な
ら
「
貴
社
」「
御
社
」。
自
分
の
会
社
は
「
弊
社
」「
小
社
」「
当
社
」。

相
手
の
も
の
に
対
す
る
敬
語
表
現
は
た
い
て
い「
貴
」を
つ
け
れ
ば
い
い
。「
貴
校
」「
貴
会
」「
貴

庁（
省
庁
）」「
貴
院（
病
院
）」「
貴
行（
銀
行
）」「
貴
学
院
」「
貴
組
合
」な
ど
。


